
〔 ドロー作成の手順 〕

長野県テニス協会

１．長野県の大会について
① 長野県テニス協会が主催等する一般大会（ランキング対象大会）、ジュニア大会（シ

ード基準表対象大会も含む）は、下記②～④を基準としてドローを作成します
  

② 申込締切日がすぎたら、すみやかにシーディングリスト（種目別・ランキング順）を
作成し、県テニス協会（加盟団体）のホ－ムペ－ジに掲載してください

  ③ 大会１週間前には、仮ドロー（シーディングリストにより）を作成し、会場・時間・
注意事項とともに県テニス協会（加盟団体）のホ－ムペ－ジに掲載をしてください。
このとき、オーダー・オブ・プレーを発表した場合には、Ｎ．Ｂ．時間を明記してく
ださい

③ シ－ドの数
   1)シ－ドの数は、ドロー数の４分の１を基本としていますが、下記のシード数を基準と

してシ－ドを作成します
    ＊  １シード  ４ドロー（出場数が４以下）

＊  ２シード  ８ドロー（出場数が５～８）
     ＊  ４シード １６ドロー（出場数が９～１６）
     ＊  ８シード ３２ドロー（出場数が１７～３２）
     ＊ １６シード ６４ドロー（出場数が３３～６４）

     ＊ ３２シード ６５ドロー以上
     
   2)シ－ドの選考基準：各種目最新の県ランキング上位者からシ－ドとなります。ただし、
    ランキングを保持していない者でも主管団体の判断でシ－ドにすることができます
   

3)シ－ドの順位：上記2)によりシ－ド順位が決定されます。推薦者・予選通過者もシ－
ドの対象となります。また、上記③・2)でシ－ドされた選手の順位は、主管団体の判
断により決定されます

     a)単：各種目ランキング上位者から順番がつきます。同位の時は抽選となります
     b)複：①ぺアの順位の合計上位から順番が付きます

②同順位の時は個人の順位のペアが上位（2人とも同順位のときは抽選をす
る）となります

③ランキング保持者が一人のペアは、両者がランキングを所持しているペア
の次となります

   4)ドロ－には、シ－ド（予選は除く）を必ず記載してください。記載の方法は、別記す
るか、ドロー番号の前後に、○の中にシード順を番号で記載してもかまいません

   5)Ｎ．Ｂ．発表後は、シ－ドに欠場があってもリドロ－はせず、欠場したシ－ドの位置
には、シ－ドから洩れた最上位者が順に繰り上り、その繰り上りで空いた位置は、ラ
ッキ－ル－ザ－（予選の行われた大会）又は、補欠者（参加者を制限して補欠リスト
を発表した大会）のそぜぞれ上位者（同順位の時は抽選）が入いります。いないとき
はＢｙｅとなります

   6)繰上げで入ったシ－ド順位は、シーディングリストの順位がそのままシード順位とな
り、欠場したシードは欠番となります

  
④ ドロ－の方法

   1)シ－ドの位置：１と２は決められた位置、３・４シ－ドは２つを１組にしてまた、５
～８，９～１２，１３～１６の４つを１組にして抽選しその位置を決めます。３２シ
ードの場合も、１７シード以降は４つを１組にして抽選しその位置を決めます

   2)シ－ド以外の選手の位置は、必ずすべて抽選によって決定します
   3)Ｂｙｅの位置は、シード上位者の対戦相手の位置から順に、ドローの左右または、上

下の数が均一になるように配置されます



２．北信越・全国等の県予選大会（ジュニア大会も含む）
  

① それぞれの上位大会の要項により、決められた数の上位大会出場者が決定されます。
ジュニア県予選においては、必ず補欠が選ばれます

  
② エントリ－者全員の仮ドローを作成し、県テニス協会のホ－ムペ－ジに掲載してくだ

さい
  

③ ジュニア県予選のシードは、最新のジュニアシード基準表により長野県大会と同様に
シードが決定されます

３．本戦のための予選大会（国体・全日本ジュニアの１８歳以下・選抜室内ジュニア・ＭＵＦ
Ｇジュニア）については下記のとうりとなります

① 予選通過人数と同数のブロックに分け、各ブロック優勝者が県大会の出場権を得ます

② シ－ドは置かず、国体は、ランキング（少年はジュニアシード基準表）上位者から順番
に各ブロック最上段に入り、残りの上位者がブロック人数分抽選で下段に入ります。そ
の他の選手はランキングに関係なく抽選して上から順番に入ります。バイ（Ｂｙｅ）は
各ブロックに均等になるように入れます

③ 大会当日に欠場者がいてもドロ－の作り直し（リドロ－）及び、順位の繰上げはしない
  で欠席（Ｗ／Ｏ）として扱います

  ④ ジュニアの予選大会においては、初戦での同校生対戦はないものとします。ただし、
    特別な場合は除かれます

４．参加数を制限している大会
  

① 参加数を制限（例えば消化可能数を超えたときは、ランキング上位者より決定する）
して大会を開催するときは、エントリ－者の出場有無についてホームページ等を利用
して混乱の無いように万全を期してください

  
② 出場制限をして足切りをした場合は、補欠リストを必ず作成してください

  
③ 大会当日欠場（Ｗ／Ｏ）があった場合は、補欠リストの上位者より補充してください

  
④ 欠員のあった種目に、オ－バ－した種目の人数を追加することができます

５．ドロー作成上の注意事項
  

① ドローの各種目の右側に参加数を必ず記載してください
    ＜例＞ 男子シングルス（６４）
  

② ドロ－の注意事項には、必ずランキング使用日を記載してください
    ＜例＞ 今大会のドロ－は『２０１２．４．１』発表のランキングにより作成
  

③ ドロ－には、シード順位・氏名・加盟団体・所属団体を明記してください
    ＜例＞ ①１．市川雄大（大学：明治大学）

  ④ 仮ドロー及び、オーダー・オブ・プレー（Ｏ／Ｐ）は、大会期日一週間前に発表する
ことととし、選手に混乱のないようにしてください
＜例＞ ラウンド   時間   １コート ２コート ３コート

ＳＴＡＲＥＴ ８：３０ ＭＳ２－３  ＷＳ２－３  45ＭＳ５－６
    Ｎ．Ｂ．  ９：００ 55ＭＳ７－８ ＭＳ９－10  ＭＳ12－13

        Ｎ．Ｂ．  ９：３０ 45ＷＳ１－２ ＷＳ1-2・3 ＭＳ１－2・3
     ＊ 特に指定がない場合、オーダー・オブ・プレーの選手番号の黒は男子、赤は女

子、緑は混合ダブルスを表し、また、選手番号の前の数字は年齢別の数字とな
ります


